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ー
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コ
ー
ド

二
次
元
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携
帯
電
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読
み
取

る
と
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

────

──────────────────────────

────────────────────────

──────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業を承認低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業を承認

ワクチン接種体制の強化を推進ワクチン接種体制の強化を推進

デジタル化推進特別委員会を設置デジタル化推進特別委員会を設置

委 員 会 紹 介委 員 会 紹 介

一般質問（15人）一般質問（15人）

建設環境委員会『入曽駅周辺整備事業』建設環境委員会『入曽駅周辺整備事業』
　　駅前広場等の公共施設計画や民間進出企業の計画については駅前広場等の公共施設計画や民間進出企業の計画については、、現在のイメージとなりますので現在のイメージとなりますので、、今今後の後の
協議により一部変更となる可能性がありま協議により一部変更となる可能性がありますす。。

総務経済委員会『市内の公共交通』総務経済委員会『市内の公共交通』 文教厚生委員会『ワクチン接種事業』文教厚生委員会『ワクチン接種事業』
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議案質疑

段
階
の
方
が
２
名
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
　

　 

予
算（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄

附
金
の
採
納
実
績
は
。

Ａ
　
個
人
と
団
体
を
合
わ
せ
て

５
千
８
９
７
万
７
千
９
１
３
円

で
あ
る
。

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
今
回
の
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

は
、ひ
と
り
親
世
帯
以
外
に
も

支
給
対
象
者
な
ど
が
拡
大
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
国
が
４
月
末
に
公
表
し
た

案
で
は
、令
和
３
年
４
月
分
の

児
童
手
当
、ま
た
は
特
別
児
童

５月臨時会
５月１８日

主
な
議
案
審
議

◆
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
補
正
予
算（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
収
入
減
に

伴
う
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ

い
て
の
人
数
と
介
護
保
険
料
段

階
別
の
内
訳
は
。

Ａ
　
令
和
３
年
３
月
末
現
在
で

38
名
と
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ら

の
方
の
介
護
保
険
料
段
階
別
の

内
訳
は
、第
１
段
階
の
方
が
５

名
、第
２
段
階
の
方
が
２
名
、第

３
段
階
の
方
が
３
名
、第
４
段

階
の
方
が
６
名
、第
５
段
階
の

方
が
３
名
、第
６
段
階
の
方
が

７
名
、第
７
段
階
の
方
が
８
名
、

第
８
段
階
の
方
が
２
名
、第
９

扶
養
手
当
の
受
給
者
で
住
民
税

非
課
税
の
方
、18
歳
以
下
の
児

童
の
養
育
者
の
う
ち
令
和
３
年

度
分
の
住
民
税
非
課
税
の
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、令
和
３
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税
で
あ
る
方
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
を

対
象
と
す
る
な
ど
、ひ
と
り
親

世
帯
に
加
え
、ひ
と
り
親
世
帯

以
外
の
低
所
得
世
帯
に
も
拡
大

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、支
給
額
も
前
回
の
１

世
帯
５
万
円
、第
２
子
以
降
１

人
に
つ
き
３
万
円
加
算
か
ら
児

童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
を
承
認

給
付
金
給
付
事
業
を
承
認

　
第
1
回
臨
時
会
で
は
、「
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
処
分
）」な
ど
、６
議
案
が

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、総
員
で
原

案
の
と
お
り
承
認
、同
意
し
ま
し
た
。ま
た
、議
長
、副
議
長
、常
任
委
員
な
ど
を
新

た
に
選
出
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長

　
　就
任
あ
い
さ
つ 土方隆司副議長・太田博希議長

　
こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
賜
り
、議
長
・
副
議
長
の
大

任
を
拝
し
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
希
望
の
光

に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、市
議
会

で
は
市
と
連
携
し
な
が
ら
接
種

事
業
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

背
景
に
、執
行
機
関
と
の
真
摯
な

議
論
を
重
ね
、政
策
を
提
言
し
、

安
全
安
心
で
活
力
あ
る
狭
山
市

へ
と
導
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
は
持
続
可
能
な
狭
山
市

を
つ
く
る
た
め
に
、市
の
重
要
な

意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
自
覚

を
深
め
、さ
ら
な
る
市
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、去
る
６
月
定
例
会
に
お

い
て「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委

員
会
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
整
備
な

ど
に
よ
り
組
織
の
危
機
管
理
能

力
を
向
上
さ
せ
、さ
ら
な
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
環
境
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、引
き
続
き
市
議
会
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活
支
援
特
別
給
付
金
で
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
の
具
体
的
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
は
。

Ａ
　
配
偶
者
と
児
童
が
１
人
い

る
世
帯
の
場
合
、住
民
税
均
等

割
非
課
税
限
度
額
は
、給
与
収

入
で
１
８
７
万
９
千
円
で
あ
る
。

任
意
の
収
入
月
額
が
15
万
円
で

あ
る
場
合
、12
を
乗
じ
た
年
額

は
１
８
０
万
円
と
な
り
、限
度

額
未
満
と
な
る
た
め
支
給
対
象

と
な
る
。
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議案質疑

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

個
人
市
民
税
控
除
に
つ
い
て

国
外
居
住
親
族
の
取
扱
い
な

ど
を
見
直
す
も
の

Ｑ
　
国
外
居
住
親
族
を
控
除
対

象
扶
養
親
族
と
す
る
場
合
の
手

続
の
変
更
点
は
。

Ａ
　
現
行
の
手
続
で
必
要
と
さ

れ
る
親
族
関
係
書
類
及
び
送
金

関
係
書
類
に
加
え
て
、国
外
居

住
親
族
が
留
学
の
場
合
は
留
学

ビ
ザ
の
コ
ピ
ー
、国
外
居
住
親

族
が
障
害
者
の
場
合
は
、外
国

政
府
な
ど
が
発
行
す
る
障
害
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

な
ど
の
添
付
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
想
定
し
て
い
る
。

◆ 

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

法
令
の
改
正
に
伴
い
、支
援

事
業
の
安
定
性
と
持
続
性
を

確
保
す
る
た
め
基
準
を
改
め

る
も
の

Ｑ
　
改
正
の
趣
旨
と
期
待
さ
れ

る
効
果
は
。

Ａ
　
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応

力
強
化
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
、自
立
支
援
・
重
度

化
防
止
の
取
組
の
推
進
、介
護

人
材
の
確
保
、介
護
現
場
の
革

新
及
び
制
度
の
安
定
性
・
持
続

可
能
性
の
確
保
が
改
正
の
趣
旨

で
あ
る
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
や
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
発
生
時
の
業
務
継

続
計
画
に
基
づ
く
対
応
力
の
強

化
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強

化
に
よ
る
職
場
環
境
の
改
善
及

び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
電
磁
的
記
録
の
活

用
に
よ
る
介
護
現
場
の
業
務
負

担
の
軽
減
な
ど
に
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。

６月定例会
６月４日～６月２２日

主
な
議
案
審
議

ワクチン接種のようすワクチン接種のようす

　第
２
回
定
例
会
で
は
、「
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど
、15
議
案
が
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
、ま
た
、請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く

21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、市
長
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、請
願
は
趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。

◆ 

土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

公
共
用
地
な
ど
を
先
行
取
得

す
る
意
義
が
薄
れ
て
き
た
た

め
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

Ｑ
　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
こ
こ

で
廃
止
す
る
理
由
は
。

Ａ
　
基
金
を
活
用
し
て
取
得
し

た
土
地
の
面
積
は
約
５
万
７
千

平
方
メ
ー
ト
ル
、金
額
は
18
億

５
千
万
円
で
あ
る
。

　
地
価
の
右
肩
上
が
り
の
上
昇

が
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
転
機

に
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、こ

の
土
地
開
発
基
金
を
使
用
し
先

行
取
得
す
る
こ
と
の
役
目
を
終

え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ
　
条
例
廃
止
後
、土
地
の
先
行

取
得
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ
　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
の
都

度
計
上
し
、取
得
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化
を
推
進

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化
を
推
進
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施政方針議案質疑

　
請
　
願

◆
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の

　
た
め
に
、脱
炭
素
化
、再
生
可

　
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
幅
な
拡

　
大
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
関
す
る
請
願

請
願
者
　
１
団
体

《
趣
旨
採
択
に
賛
成
多
数（
16

名
）》

請
願
を
採
択
す
る
こ
と
の
賛
成

討
論

日
本
共
産
党
　
　
猪
股
　
嘉
直

市議会のポイント
趣旨採択とは

　請願に対する議会の意思決定は、理
論的には「採択」か「不採択」です。
　議会としては、願意は妥当である
が、当該請願全体には賛成できないと
いった場合に、採られる請願に対する
決定の方法をいいます。

採決の結果

議
案
番
号

会派名
議員名

	議案名

公明党 はつらつ創造 改進 日本共産党 自由民主党 新政みらい 市民派無所属

広
山
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
西
塚
金
子
大
島
中
村
笹
本
福
田
三
浦
太
田
衣
川
大
沢
猪
股
千
葉
新
良
田
村
土
方
内
藤
田
中
高
橋

50 令和３年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ 退 × × 退 ○ ○ ○
議
長

× ×
討 × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

討
請
願
1

持続可能な社会の実現のために、脱
炭素化、再生可能エネルギーの大幅
な拡大を国に求める意見書提出に
関する請願(趣旨採択の採決)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
討 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

◆賛否が分かれた議案	 ○…賛成、×…反対、退…退場、討…討論者、議長は採決には参加しません

◆全員が賛成した議案
◎臨時会　市長提出議案／承認（専決処分）市税条例等の一部改正、令和２年度補正予算（一般会計（第15
号）、介護保険特別会計（第４号））、令和３年度一般会計補正予算（第１号）、人事 監査委員の選任(山下真
茂留氏)、固定資産評価員の選任(浅野淳氏)
◎定例会　市長提出議案／条例の廃止 土地開発基金条例　条例の一部改正	市税条例、固定資産評価審査
委員会条例、国民健康保険条例、指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例、
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例、指定地域密着型介護予
防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例、指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例　その他	市道路線
（廃止２件・認定４件）

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算（
第
２
号
）

Ｑ
　
入
曽
地
区
子
育
て
支
援
拠

点
等
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
、今

回
の
補
正
で
債
務
負
担
行
為
を

設
定
す
る
経
緯
は
。

Ａ
　
水
野
保
育
所
と
水
野
児
童

館
の
機
能
移
転
及
び
公
共
広
場

を
整
備
す
る
も
の
で
、事
業
者

自
ら
の
資
金
で
整
備
し
、所
有

す
る
施
設
を
市
が
賃
借
す
る
官

民
連
携
手
法
に
よ
り
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
４
月
に
開
所
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、設
計
、

施
工
に
要
す
る
期
間
を
考
慮

し
、債
務
負
担
行
為
を
設
定
す

る
も
の
。

Ｑ
　
入
曽
地
区
子
育
て
支
援
拠

点
等
整
備
事
業
費
の
債
務
負
担

行
為
の
限
度
額
約
14
億
円
の
内

訳
は
。

Ａ
　
施
設
の
整
備
に
係
る
経
費

が
約
７
億
6
千
6
0
0
万
円
、

維
持
管
理
な
ど
に
係
る
経
費
が

約
６
億
7
0
0
万
円
で
あ
り
、

公
共
広
場
の
整
備
に
係
る
費
用

が
約
1
千
9
0
0
万
円
、維
持

管
理
な
ど
に
係
る
経
費
が
約

7
0
0
万
円
で
あ
る
。

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い！
さ

や
ま
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
協
力
金
追
加
予

算
の
内
訳
と
、こ
の
事
業
に
よ
っ

て
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

Ａ
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す

る
医
療
機
関
で
は
、接
種
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、人
的
負
担

な
ど
の
大
き
な
負
荷
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、こ
う
し
た
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、各
医
療
機
関
に
一
律

30
万
円
を
支
給
す
る
と
と
も

に
、接
種
実
績
に
応
じ
た
加
算

金
を
支
給
す
る
も
の
。ま
た
、超

低
温
冷
凍
庫（
デ
ィ
ー
プ
フ
リ

ー
ザ
ー
）の
設
置
期
間
に
応
じ

て
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
が
充

実
し
、接
種
回
数
の
拡
充
と
と

も
に
接
種
の
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
早
期
終
息
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

Point!

デジタル化推進特別委員会を設置デジタル化推進特別委員会を設置
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施政方針特別委員会

常任委員会と特別委員会

　狭山市議会では、議会のデジタル化の取り組みをさらに進めていくため、専門的に協議す
る「デジタル化推進特別委員会」を令和３年６月22日に設置しました。
　各会派から委員を８名選出し、これまで議会運営委員会で協議してきたデジタル化に関す
る課題などを引き継ぎ、今後は新たに設置した特別委員会で協議を進め、その結果を令和４
年の定例会で報告することとしました。

主な調査事項
　 議会のデジタル化を推進するために
　　（１）代表者会議、全員協議会などのオンライン会議の開催
　　（２）	議場のWi-Fi環境の整備
　　（３）	議会資料などのペーパーレス化の推進
　　（４）	グループウエアを活用したデータのクラウドの管理・運用

構成委員
　　委 員 長　　笹本　英輔
　　副委員長　　広山　清志
　　委　　員　　田中　寿夫　　猪股　嘉直
　　　　　　　　西塚　和音　　三浦　和也
　　　　　　　　内藤　光雄　　新良　守克

　　用語解説

　狭山市の常任委員会には、所管別に総務経済、文教厚生、建設環
境の３つがあり、議員はいずれかの委員会に所属します。市長から
提出された議案は、原則として常任委員会で詳細に審査されます。
そして、本会議における採決の判断材料とするため、その経過と結
果を本会議で報告します。また、議案審査などのほかにも、市の事
業などを調査することができます。
　特別委員会は、議会が特に必要と認めたことを調査するために設
置されます。市議会では、この他に、入間基地に関する課題の対策に
あたるため、基地対策特別委員会を設置しています。

デジタル化推進特別委員会を設置デジタル化推進特別委員会を設置
第２回定例会で第２回定例会で

デジタル化推進特別委員会のようす

オンライン会議

 Wi-Fi 
パソコンやスマートフォンなどの機器にケ
ーブルをつながずに、無線でデータを送受
信する仕組み。

 クラウド 
利用者が手元のコンピューターで利用してい
たデータやソフトウエアをネットワークなど
を経由して利用することのできる仕組み。

調査・・
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施政方針委 員 会

新しい委員を選任
　５月18日に開催された第１回臨時会で、３つの常任委員会、議会運営委員会、
特別委員会などの委員が選任されました。
　常任委員会と議会運営委員会の委員の任期は２年間です。
　(集合写真では、撮影時のみマスクを外しています。）

 

　
総
務
経
済
委
員
会
で
は
市
の

総
合
的
な
政
策
、総
務
、人
権
、

商
工
、農
業
、危
機
管
理
、交
通
の

ほ
か
、他
の
常
任
委
員
会
が
担
当

し
な
い
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
　
笹
本

　英
輔

副
委
員
長
　
　
広
山

　清
志

委
員
　
　
　
　
田
中

　寿
夫

　
　
　
　
　
　衣
川

　千
代
子

　
　
　
　
　
　齋
藤

　
　誠

　
　
　
　
　
　田
村

　秀
二

　
　
　
　
　
　中
村

　正
義

　
　
　
　
　
　太
田

　博
希

　

◆
庁
舎
な
ど
に
お
け
る
ハ
ラ
ス

　
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

　
す
る
危
機
管
理
体
制
と
経
済

　
支
援
の
進
捗
に
つ
い
て

◆
市
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
つ

い
て
は
、職
員
を
守
り
、住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
。

市
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
市
へ
の
提
言
を
行
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
た
、暮
ら
し
や

す
さ
の
向
上
の
た
め
。

　
３
つ
の
テ
ー
マ
の
進
捗
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く

予
定
で
す
。	

　

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、子

育
て
や
学
校
、ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯

学
習
、医
療
・
福
祉
に
関
わ
る
事

項
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

  委
員
長
　
　
　
三
浦
　
和
也

副
委
員
長
　
　
綿
貫
　
伸
子

委
員
　
　
　
　
大
沢
　
え
み
子

　
　
　
　
　
　
西
塚
　
和
音

　
　
　
　
　
　
金
子
　
広
和

　
　
　
　
　
　
内
藤
　
光
雄

　
　
　
　
　
　
新
良
　
守
克

　

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
等
感
染

　
症
予
防
対
策
及
び
健
康
啓
発

　
に
つ
い
て

◆
市
民
生
活
へ
の
支
援
施
策
等

　
の
状
況
調
査
、生
活
困
窮
者

　
な
ど
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ

　
い
て

◆
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
運
用
な
ど

　
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓ま

ん
え
ん延
長
期
化
に
よ
り
影
響

を
受
け
て
い
る
、市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
と
生
活
を
取
り
巻
く

環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
課
題

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、小
中

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
運
用

や
、学
校
の
規
模
と
配
置
の
適

正
化
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（後列左から）太田委員 齋藤委員 田村委員  
　　　　　　　中村委員　田中委員　衣川委員

　　　（前列）笹本委員長　　広山副委員長

（後列左から）新良委員 大沢委員 内藤委員
　　金子委員 西塚委員

　　　　（前列）三浦委員長　　綿貫副委員長

総務経済委員会のようす

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

今
年
の
テ
ー
マ

今
年
の
テ
ー
マ
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施政方針委 員 会

　

　
建
設
環
境
委
員
会
で
は
、道

路
や
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
、上
下
水
道
な
ど
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
ご
み
処

理
施
設
の
整
備
、省
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
環
境
に
関
す
る
事
項
を
審

査
し
ま
す
。

　
　
　

委
員
長
　
　
　
千
葉
　
良
秋

副
委
員
長
　
　
福
田
　
　
正

委
員
　
　
　
　
土
方
　
隆
司

　
　
　
　
　
　
高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　久
美
子

　
　
　
　
　
　
猪
股
　
嘉
直

　
　
　
　
　
　
加
賀
谷
　
勉

　
　
　
　
　
　
大
島
　
政
教

　

◆
入
曽
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

◆
浄
配
水
場
・
管
路
の
耐
震
化

　
に
つ
い
て

◆
都
市
計
画
道
路
整
備
に
つ
い

　
て

◆
環
境
政
策
全
般
に
つ
い
て

　　
建
設
部
門
で
は
、入
曽
駅
周

辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
、開
発

地
域
の
指
定
、道
路
や
雨
水
排

水
な
ど
の
街
の
整
備
、橋
上
駅

舎
、商
業
施
設
誘
致
な
ど
を
調

査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
部
門
で
は
、Ｃ
О
２
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、外
来

生
物
の
駆
除
と
在
来
種
の
保

護
、緑
化
の
推
進
や
公
園
整
備

等
を
含
む
第
３
次
狭
山
市
環
境

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
調

査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市内視察のようす

（後列左から）高橋委員 加賀谷委員 土方委員
　大島委員 猪股委員

　　　（前列）千葉委員長　　福田副委員長

　
会
派
名
簿

		
　
　
　（
6
月
22
日
現
在
）

公
明
党

　
◎
齋
　
藤
　
　
　
誠

�

広
　
山
　
清
　
志

�

綿
　
貫
　
伸
　
子

�

加
賀
谷
　
　
　
勉

は
つ
ら
つ
創
造

　
◎
金
　
子
　
広
　
和

�

西
　
塚
　
和
　
音

�

大
　
島
　
政
　
教

�

中
　
村
　
正
　
義

改
進

　
◎
三
　
浦
　
和
　
也

�

笹
　
本
　
英
　
輔

�

福
　
田
　
　
　
正

�

太
　
田
　
博
　
希

日
本
共
産
党

　
◎
猪
　
股
　
嘉
　
直

�

衣
　
川
　
千
代
子

�

大
　
沢
　
え
み
子

自
由
民
主
党

　
◎
千
　
葉
　
良
　
秋

�

新
　
良
　
守
　
克

�

田
　
村
　
秀
　
二

新
政
み
ら
い

　
◎
内
　
藤
　
光
　
雄

�

土
　
方
　
隆
　
司

市
民
派
無
所
属 

　
◎
高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

�

田
　
中
　
寿
　
夫

◎
は
代
表
者

　

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、議
員

８
名
で
構
成
さ
れ
、会
期
の
日

程
、議
会
に
関
す
る
条
例
・
規
則

に
関
す
る
こ
と
、議
会
運
営
に

関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
　
　
内
藤
　
光
雄

副
委
員
長
　
　
千
葉
　
良
秋

委
員
　
　
　
　
高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
美
子

　
　
　
　
　
　
大
沢
　
え
み
子

　
　
　
　
　
　
笹
本
　
英
輔

　
　
　
　
　
　
金
子
　
広
和

　
　
　
　
　
　
加
賀
谷
　
勉

　
　
　
　
　
　
三
浦
　
和
也

令
和
３
年
度
の
主
な
協
議
事
項

①
定
例
会
を
毎
回
振
り
返
り
、

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
市
議
会

に
向
け
、よ
り
良
い
議
会
運
営

と
な
る
よ
う
な
議
案
質
疑
や
一

般
質
問
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い

て②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
の
状
況
下
や
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
意
思
疎

通
を
確
保
で
き
る
よ
う
、オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
試
行
的
実
施
及

び
導
入
に
つ
い
て

③
令
和
２
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
し

て
、消
毒
の
徹
底
、座
席
の
間
隔

を
空
け
る
こ
と
、可
能
な
限
り

議
場
に
入
る
人
数
を
少
な
く
す

る
こ
と
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て

④
災
害
対
応
と
し
て
、狭
山
市

議
会
災
害
対
応
指
針
に
基
づ
く

避
難
訓
練
及
び
安
否
確
認
訓
練

の
実
施
に
つ
い
て

議会運営委員会のようす

建
設
環
境
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

今
年
の
テ
ー
マ
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　一般質問は､議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を市政
に届けるものです｡６月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

◆ 市長就任後、職員の地方公務員法第32条の
法令違反(非違行為)は４件との答弁

　具体的にどのような非違行為（義務違反）が
あったのか。
総務部長 １件目は事務の不適正処理、２件目
は公共の場での迷惑行為、３件目は金銭の不
当利得、４件目は服務違反によるものである。

◆ 非違行為があった場合の責任の所在は
　市長及び教育長や市職員などに非違行為が
あった場合の責任の所在は。
総務部長 当事者が責任を負うものであり、管理
監督する者も、指導や監督が不十分であった場
合は責任を問われる。また、市長などの特別職
は、非違行為の重大性に鑑み道義的な責任をと

る場合もある。

◆ 市長はどのような責任をとったのか
　和光市長は、「市幹部職員の不祥事に対する
責任を取る」として、今年の５月８日付で辞職
している。狭山市でも４件の義務違反があった
とのことだが、これら義務違反に対する市長の
責任問題についてどう捉えているのか。また、
市長はどのような責任をとったのか。
市長 職員の義務違反は、任命権者の責任とし
て厳正に処分する必要があると捉え、地方公務
員法に基づき厳格に対処し、お詫び申し上げた
ところである。

◆不妊に悩む夫婦への支援状況と実績
　不妊検査・不妊治療・不育症検査などの支援
状況と妊娠、出産に繋がった実績は。
長寿健康部長 平成30年度から令和２年度まで
の３年間で、不妊検査は申請141件に対し、妊娠
72件、出産51件。不妊治療は申請55件に対し、妊
娠44件、出産35件。不育症検査は申請12件に対
し、妊娠８件、出産４件の結果となっている。

◆不妊治療の保険適用の動向について
①不妊治療の保険適用の動向及び適用される範
囲は。
②不妊治療に保険が適用されることによる効果は。
長寿健康部長 ①国が示す作業工程表では、本
年夏頃には学会ガイドラインが策定される予

定であり、現時点においては、保険適用の範囲
は示されていない。
②広く不妊治療の認知が広がることや、経済
的負担が軽減されることに加え、治療の標準
化と安全性の担保が図られることから、治療
を希望する方が増え、子を持つ希望をかなえ
られる夫婦の増加が期待できる。

その他のテーマ

▲

不法投棄の現状と撲滅に向けて

不妊に悩む夫婦への支援の充実を！

職員に対しては厳しく処分し市長自身はおわびするだけか
金子　広和（はつらつ創造）

内藤　光雄（新政みらい）

子を持つ希望を叶えたい！
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。 2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）

◆無症状者へのPCR検査について
①無症状者の早期発見のために安価な検査キッ
トを配布するなど、市独自に検査を行う考えは。
②聖火リレーは中止すべきと考えるが、オリン
ピック・パラリンピックも含めて「開催する」と
いうならば、少なくとも関係者や地域住民（観
覧者）にPCR検査を実施すべきでは。
長寿健康部長 ①市独自のPCR検査や費用助成
は考えておらず、まずは一日でも早く、多くの市
民にワクチン接種を行う体制整備に努めたい。
②市が主に担う沿道の警備などでは、感染対策
の基本である検温やマスクなどの感染対策を
行う。観覧者は、予約制でないことから事前の
把握ができないため、密にならないよう警備を
行うなどの安全対策を講じることとしており、

PCR検査を実施する予定はない。

◆電話リレーサービスの周知啓発を
　聴覚障害者などがスマートフォンなどの端末
から手話や文字を入力し、オペレーターが相手
に音声で内容を伝える「電話リレーサービス」
が７月から公的サービスとして始まるが、市役
所・警察・消防などは「本人」として扱うことを
確認しているか。
福祉こども部長 本庁舎内の職員にはポータル
サイトへの掲示により周知しており、特に電話
対応が多い課には直接説明を行っていく。
　警察、消防に対しては総務省より、電話リレ
ーサービス提供機関を聴覚障害者本人の代理
機能を有する機関として認識
し、個人情報も含めた情報の
やり取りを行うよう通知して
おり、利用に支障がないこと
を市でも確認している。

◆収容可能台数1,700台の根拠は
　入曽駅西口駐輪場（第11自転車駐車場）の収
容可能台数は1,700台と言われているが、その
根拠は。
市民部長 第11自転車駐車場の面積は1,878㎡で
あり、駐車場利用者の通路や維持管理に必要な
スペースを考慮せず、単純に自転車１台当たり
の駐車に必要な面積を1.08㎡として算出する
と、収容可能台数は1,735台となる。

◆放置自転車等を除く実際の収容台数は
　第11自転車駐車場には、放置自転車などを除
くと、実際に何台程度を収容しているのか。
市民部長 ６月７日に現地を確認したところ、自
転車が904台、バイクが42台、合計946台であり、

1,000台を下回る台数であると考えている。

◆代替地の確保には何台分を確保するべきか
　入曽駅周辺整備事業を進めるに当たり、第11
自転車駐車場の代替地の確保については、何台
分を確保するべきと考えているのか。
市民部長 令和２年度に都市建設部が実施した
入曽駅周辺自転車駐車場調査によると、コロナ
収束後の利用台数を1,146台と見込み、鉄道事業
者が整備する340台分を考慮すると、806台分
が不足するという検討結果が示されているが、
実際の収容台数や民間駐輪場の利用実態など、
現在の状況などを参酌し、代替地における必要
な収容台数を決定していきたいと考えている。

⬆
画
像
２
点
　
解
像
度
低
い

録画配信の
２次元コード

入曽駅西口駐輪場の代替地の確保は1,700台が必要か

録画配信の
２次元コード

ＰＣＲ検査の充実／電話リレーサービス
大沢　えみ子（日本共産党）

三浦　和也（改進）

狭
山
市

第
11
自
転
車
駐
車
場
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　一般質問は､議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を市政
に届けるものです｡６月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
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録画配信の
２次元コード

活力ある魅力的なまちづくりの推進

録画配信の
２次元コード

智光山公園から考えるゼロカーボンシティ実現に向けて

千葉　良秋（自由民主党）

福田　正（改進）

その他のテーマ

▲

安定した雇用の創出 

▲

結婚、出産、子育ての支援 

▲

安心して暮らせる地域を創る

カーボンニュートラルな狭山市へ

◆緑地や緑地の保全活動が果たす役割
①広義な意味での智光山公園の山林が果たす役
割と、カーボンオフセットの考え方は。
②今年２月、狭山市をはじめとするダイア５市
で、2050年までに二酸化炭素（CO2）の排出量
実質ゼロを目指すゼロカーボンシティ宣言を
表明したが、その中で森林の整備保全・活用が
うたわれている。二酸化炭素などの温室効果ガ
スの人為的な発生源による排出量と、森林など
の吸収源による除去量との均衡を達成するこ
とで、カーボンニュートラルを目指すものであ
るが、当市における二酸化炭素量の吸収源とな
る緑地保全活動の考え方は。
環境経済部長 ①カーボンオフセットとは、日
常生活や経済活動を通して排出される二酸化

炭素などの温室効果ガスについて、排出量を削
減しようと努力しても削減できない部分に対
して、緑地の保全などの削減活動などを通じて
排出される温室効果ガスを埋め合わせること
を言うが、智光山公園を含めた市内の緑地は、
二酸化炭素の吸収源としてその役割を果たし
ている。
②緑地には、二酸化炭素を吸収して地球温暖化
を抑制するなどの多くの機能があり、二酸化炭
素の吸収源としての機能を十分に発揮させる
ためには、今後、
成長した樹木を
伐採し、使って、
植えて、育てる循
環利用の視点も
踏まえて、緑地を
適切に維持管理
していくことが
重要である。

◆地域課題の的確な把握
　少子高齢化に伴い、人口は減少の一途をたど
り、地域のコミュニティや自治会の活動などに
支障をきたす事態が発生しているが、地域や
人々の現状をどの様に捉え、活性化するための
課題がどこにあると考えているか。
総合政策部長 地域産業の衰退や雇用機会の減
少、地域の担い手不足により、地域のにぎわいの

喪失を懸念している。地域産業の支援や若い世
代の移住・定住を促進し、人口減少や少子高齢
化を抑制することが必要であると考えている。

◆親元同居・近居世帯への減税措置を
　親元同居・近居支援は、転入する若い世代に
魅力的な制度となっているが、その制度を知
らない若い世代も多くおり周知の必要を感じ
るが、どのような工夫をしているか。また、同
居や近居による家族の支えは、高齢者や孫の
世話などに大きなメリットがあり、同居した
世帯への減税措置なども考えてはどうか。
総合政策部長 周知については、市の公式ホー
ムページや広報さやまへの掲載、不動産事業
者や住宅展示場、金融機関などに案内チラシ
を配布している。減税措置については、固定資
産税の減免を実施している自治体の状況を確
認のうえ実施の効果について研究していく。
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。 2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）

録画配信の
２次元コード

埼玉県がケアラー条例を制定、狭山市の取り組みは

録画配信の
２次元コード

入曽整備、自治会での説明会の賛成者は地区人口の1.5％
猪股　嘉直（日本共産党）

衣川　千代子（日本共産党）

◆住民の声より、鉄道事業者の声を優先
　駅の現改札口を無くすことは、住民の利便性
より、鉄道事業者と市の考えを優先している。
事業について住民に丁寧に説明し、理解を求め
るというが矛盾していないか。
都市建設部長 駅の現改札口を残すこととした
場合、現在の駅周辺のリスクである狭

きょうあい

隘な道路
に車両が集中し、歩行者などの危険な状況が解
消できないことなどについて、市民の皆様に丁
寧に説明し理解を求めていきたい。

◆橋上駅舎と東西自由通路の見直し
　入曽停車場線を歩行者優先の道路にし、現改
札口と茶農協跡地に造る広場と結ぶ計画は。

都市建設部長 入曽駅周辺が抱える市街地の分断
などの課題を解決するためにも、東西自由通路
及び橋上駅舎を整備する必要があると認識をし
ており、現在の計画により事業を進めていく。

◆笹井堰と狭山市
　笹井堰は老朽化が進んでいるが、狭山市がで
きることは。
環境経済部長  大規模改修などが計画された際
には、本市を含め、国や県との協議を経ながら、
必要に応じて国や県に要請してまいりたい。

◆ケアラーのうち、ヤングケアラーについて
①厚生労働省は、家族やきょうだいの世話、家
事労働など、本来大人が担う役割を日常的にし
ている18歳未満の子をヤングケアラーとみな
すとしている。市は実態把握をしているのか。
②相談窓口や支援策はあるか。
③支援を深めるための周知や啓発についての
計画はあるか。
学校教育部長 ①これまで教育委員会や学校で
はヤングケアラーの実態把握に特化した調査
は行っていない。調査を行うにあたっては、各
家庭でのプライバシーに十分に配慮すること
が必要であり、ヤングケアラーに特化した調査
をするのかなど、関係機関と連携して慎重に研
究する必要がある。

福祉こども部長 ②ヤングケアラー専門の相談
窓口は設置していないが、現在、学校、家庭児童
相談室や総合子育て支援センターや子育てプ
レイスなどの地域子育て支援拠点施設ほかで
相談を受けることが可能である。また、子ども
には登校支援や学習支援を行うなど、家庭の状
況に応じて必要な支援につなげている。
③埼玉県ケアラー支援計画のケアラー月間で
開催予定のフォーラム及び研修への参加や、リ
ーフレットを活用した啓発活動など、関係機関
との連携を図り一層の周知啓発に取り組む。

その他のテーマ

▲

地域公共交通、デマンド交通について

その他のテーマ

▲

入曽自治会関係者が入曽駅の現在の改札口残しての要望書 
▲

笹井堰は利水・治水に重要な施設

第
二
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堰
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　一般質問は､議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を市政
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します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】

都市建設部長 ①代替地については、令和２年
度に実施した調査結果を踏まえ、所管である市
民部交通防犯課と連携し、入曽駅周辺における
自転車駐車場の場所や収容台数など、設置の考
え方について検討を行っている。
②新たに整備する区画道路との交差点について
は、入曽交差点との距離が短く、また、踏切も近
接していることから、信号機の設置は難しいとさ
れているが、引き続き警察と協議を行っている。
③入間小学校跡地のケヤキの取扱いは、移植し
ても根づく保証がないことから、今後は、樹木
医の指導の下、現
在のケヤキから
枝取りを行い、３
月頃まで後継木
として育て、希望
者への配布や植
樹などを検討し
ていく。

録画配信の
２次元コード

公共交通空白地帯の解消に向けて！

入曽駅周辺整備事業について

録画配信の
２次元コード

田中　寿夫（市民派無所属）

広山　清志（公明党）

◆ 入曽駅周辺整備事業は市民要望に合致している
のか
①入曽駅西口を整備するにあたり市営駐輪場
が廃止になる。この駐輪場利用者に対し、代替
駐輪場の設置が求められるが進捗状況は。
②入曽駅周辺整備事業の実施計画を立てるた
めに、交通量の調査を行っているが、橋上駅舎
化と商業施設建設で事業終了後の交通量は大
幅に増加するのが目に見えている。旧入間小学
校内に整備される市道と県道川越入間線との
交差点には信号機が設置できるのか。
③多くの地域住民や卒業生などから、旧入間小
学校のシンボルである大ケヤキを、そのまま残
置するように求められている。今後どのように
保存していく計画なのか。

◆新たな地域公共交通の導入方針は
①デマンド交通導入の優先順位が低い地域の
高齢者が多い公営団地などについて、新たな地
域公共交通の導入をどう考えるのか。
②茶の花号の今後の検討の方向性とデマンド
交通との関係のあり方をどう考えているか。
市民部長 ①機会を捉え該当地域の住民の意見
を伺いながら可能な支援について検討していく。
②デマンド交通の導入には既存の公共交通と
の役割分担が重要であり、競合によって減便や
撤退を招かないよう、連携が必要である。また、
地域の特性により、茶の花号の見直しや、他の
交通手法の導入も考え、様々な手法を検討して
市内公共交通の最適化を図る。

◆新たな地域公共交通の導入方針は
　まちづくりとしての公共交通のあり方につ
いての市長の見解は。
市長 本市の公共交通は、基幹の鉄道や路線バ
ス、「茶の花号」であり、都市の重要なインフラ
として、まちの発展を支えてきたが、人口減少
や超高齢化が進行する中では、交通空白地域の
解消や利便性の向上に資する「便利な地域公共
交通」が必要である。
　このため新たな交通手法の確保を施策に掲
げ、昨年度、「新たな地域公共交通の導入方針」
をまとめ、令和４年度の実証
運行に向け準備を進めてい
る。関係事業者と協議を進
め、市民の実情や全国の優良
事例を参考にし、市民にとっ
て住みやすいまちとなるべ
く取り組んでいく。
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のホームページに掲載するとともに、トータル
サポート推進室、生活福祉課、くらし・しごと支
援センターさやまなど、関係機関と連携し支援
策を案内している。
②相談支援を行っているトータルサポート推
進室職員とひとり親家庭の自立に関する相談
を受けているこども支援課の母子・父子自立支
援員が連携し、就労支援のほか、生活福祉資金
の貸付制度の紹介、フードバンクとの連携によ
る緊急食料支援、失業手当金や傷病手当金の手
続支援、年金の受給に
関する情報提供などを
行っている。なお、令和
２年度の実績では142
名に対し延べ338回の
相談支援を行っている。
③今後も社会福祉協議会が生理用品の提供を
行うこととしており、市が相談を受ける中で情
報提供していく。

福祉こども部長 現在、メールによる相談にも対
応している。開庁時間内での対応が困難な方に
は、平日の時間外に面談を行い、緊急対応が必要
な案件は、休日に訪問対応などを実施している。

◆若い世代の孤立と困窮
　コロナ禍においてヤングケアラーの状況や
若い女性の生理の貧困など人の尊厳にかかわ
るような問題が顕在化しているが、地元の自治
体として支援できることは。
市長 子ども食堂による地域での助け合いやつ
ながりが広がっており、皆様からの支援と市の
支援事業が連携することにより今後の地域社
会の課題解決につながるものと考える。

録画配信の
２次元コード

衣川　千代子（日本共産党）
　誰ひとり取り残さない地域共生社会へ

コロナ禍での女性の貧困／親切な狭山市に相談して

録画配信の
２次元コード

高橋ブラクソン久美子（市民派無所属）

綿貫　伸子（公明党）

⬆
画
像
２
点
　
解
像
度
低
い

その他のテーマ

▲

無料低額宿泊所 

▲

生活保護

◆女性の生活困難者への支援
①現在、女性の自殺が増加していること、女性の実
質失業者は昨年12月で90万人を超えていること、
住居がなくなり食事すら満足に取れない女性、すな
わちホームレス状態の女性が増えていることなどが
問題となっている。収入減となった方への支援は。
②コロナ禍における女性の生活困難に対する支
援の在り方や現状は。
③生活困難にある女性への生理用品の提供支援は。
福祉こども部長 ①埼玉県社会福祉協議会によ
る生活福祉資金の貸し付けや生活困窮者自立支
援法に基づく住居確保給付金制度、生活保護法
に基づく住宅扶助などがある。これらの制度の
周知は、市公式ホームページや社会福祉協議会

◆心の健康づくりを強化して
　コロナ禍においては心の健康づくりの推進
と自殺予防対策の啓発を今まで以上に力を入
れる必要があると考えるが見解は。
長寿健康部長 コロナ禍において、心の健康づく
りの推進は大変重要である。自殺対策を所掌す
る関係課の窓口に啓発グッズを設置し、市公式
ホームページでストレス対処に関する情報な
どを発信していく。

◆困っている人が相談しやすい環境づくりを
　トータルサポート推進室の「断らない相談支
援」について、電話や対面の他に相談のツール
を増やし、相談を受け付ける時間を拡げられな
いか。

メ
ー
ル
で
の

　
相
談
も
可
能

困ったときにはこちらで
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　一般質問は､議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を市政
に届けるものです｡６月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】

　一般質問は､議員が市政全般について､ 自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､ 市民の声を市政
に届けるものです｡６月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡ なお､ 質問の内容は､ 質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】

環境面に大きな影響を及ぼしている。新型コロ
ナウイルス感染症への対応として、丁寧な手洗
いやマスクの着用の徹底に気を配ったり、休み
時間の活動の限定や学校行事などの行動を制
限されることがストレスとなっている。
教育長 ③生きづらさを抱えている子供に適切
な支援ができるよう教育活動の中で組織的に
取り組んでいる。また、生活経験が浅い子供た
ちに、ためらわず助けを
求めることのできる力を
学校で育成していくとと
もに、子供の周囲に助け
を受容してくれる大人が
存在し、いつでも助けを
求めることができる、よ
り安全で安心な学校づく
りに取り組んでいる。

◆インクルーシブ＝みんな一緒に、包み込む
　障害の有無にかかわらず一緒に遊べる遊具
を公園に設置する考えは。
都市建設部長 障害の有無にかかわらず、誰もが
分け隔てなく利用できるインクルーシブな遊
具は、利用者が多様性を身近に感じ、楽しむこ
とができるなど、必要性は認識しており、今後、
先進市の事例などを参考に研究していく。

◆小さな頃から多様性を感じる意義もある
　上記遊具を学校や子育て施設などに設置し
ていく考えは。
福祉こども部長 老朽化などで遊具を更新する
機会に提案の遊具について検討していく。

学校教育部長 園児、児童が人の多様性に触れ
ながら、共に生きる心を
育むことが期待でき、誰
もが同じ場所で楽しむ
ことができる意義があ
るものと捉えている。

◆コロナ禍でも持続可能な方法の研究を
　家庭訪問について、ウェブ会議システムを利
用して行っては。
学校教育部長 ウェブ会議システムを利用した
家庭訪問や面談については、新型コロナウイル
スの感染防止対策、移動時間の短縮や対面する
場を選択できる有効性があると考えている。今
後、情報セキュリティや個人情報保護、さらに
家庭からの要望も把握するなどして研究して
いきたい。

録画配信の
２次元コード

見逃すな！ 子供のＳＯＳ  つらい気持ちを受け止めよう

障害のある子もない子も楽しめるインクルーシブな遊具を 

録画配信の
２次元コード

笹本　英輔（改進）

齋藤　誠（公明党）

その他のテーマ

▲

コロナ禍での学校 ICT 利活用の状況は 

▲

授業参観・学校行事などで ICT 利活用を

その他のテーマ

▲

「SOSの出し方教育」の推進

◆ 子供たちが誰一人置き去りにされない社会の
ために

①「子供のSOS」に気づいた時の対応は。
②現在のコロナ禍での影響は。
③「生きづらさ」に寄り添い、「助けを求める力」
を育む取り組みの考えは。
学校教育部長 ①気づいた教職員が心配してい
ることを本人に伝え、苦しさやつらさ、不安な
どの気持ちを傾聴し、本人に寄り添った対応を
行っている。また、子供の状況によっては教職
員だけでなく、保護者やスクールソーシャルワ
ーカー、さやまっ子相談員など関係機関との連
携を図りながら相互に見守りを行っている。
②保護者の働き方の変化などにより、家庭環境
にも変化があったことが子供たちの心理面や

体
幹
が
弱
い
子
も

　
楽
し
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る
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SOS・
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !
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（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）

◆地球温暖化対策法の改正をきっかけに
　2030年にCO2を2013年比、46％削減への具
体的な取り組みへの案は。
環境経済部長 地域脱炭素ロードマップ案でも
示されており、その中から本市は実現性が高い
施策について、現在策定中の第３次狭山市環境
基本計画及び狭山市地球温暖化対策実行計画
に位置づけていく。

録画配信の
２次元コード

脱炭素社会に向け、ムダなく使える再エネの利用促進へ！
西塚　和音（はつらつ創造）

◆再生可能エネルギー利用を地域の活力に
　資源循環を捉える中で、熱利用はどの程度、
加味されているのか。
環境経済部長 稲荷山環境センターでは、ごみを
焼却する際に発生した熱をボイラーで回収し、
蒸気を熱媒体として稲荷山環境センター内の
設備やサピオ稲荷山の温水プールなどで利用
している。

◆カーボンフットプリントなどを参考に
　CO2削減で見える化していることは。
環境経済部長 毎年度発行している環境レポー
トの中で、市の事務事業における温室効果ガス
の排出量などを公表しているほか、太陽光発電
を設置している36の公共施設においては各施
設に設置している液晶モニターによって発電量
やCO2削減量などを見える化している。

その他のテーマ

▲

新型コロナウイルスワクチン接種に踏み切れない方にどのように寄り添うのか

近隣市と共同の議会

　狭山市が近隣市と共同で運営している
「一部事務組合」があります。
　この組合を円滑に運営するために、組
合議会が設置され、各市から議員が選出
されます。

○広域飯能斎場組合議会

　飯能にある斎場運営のため３市（飯能
市・狭山市・日高市）で構成する議会です。
狭山市選出議員
　大沢えみ子、三浦和也、内藤光雄
○埼玉西部消防組合議会

　５市（所沢市・飯能市・狭山市・入間市・
日高市）で構成され、消防・救急の運営を
審議します。
狭山市選出議員
　齋藤誠、田村秀二、中村正義

基地対策特別委員会

　基地所在自治体の議会として、航空自衛隊
入間基地に係る市民の生活環境を改善するた
めの対策にあたり、要望活動などを行います。
　令和３年度は、６月８日及び６月22日に委
員会を開催し、８月２日に市民の生活環境の
改善と基地周辺対策の一層の充実が計られる
よう、北関東防衛局及び航空自衛隊入間基地
に対し、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、昨年度同様に議長、正副委員長
が議会を代表して、要望活動を実施いたしま
した。

委員長　　　綿貫　伸子
副委員長　　福田　　正
委員　　　　田中　寿夫　　猪股　嘉直
　　　　　　広山　清志　　内藤　光雄
　　　　　　新良　守克　　中村　正義
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表紙の写真 　令和３年度の各常任委員会の主な取り組み

９月１日（水）　開会、議案説明
　　３日（金）　議案質疑
　　６日（月）　議案質疑
　　７日（火）～９日（木）　常任委員会
　　15日（水）　常任委員会（採決）
　　16日（木）～21日（火）　一般質問
　　30日（木）　委員長報告、採決、閉会

土・日曜日、休日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せ議会事務局へ		☎	 04-2953-1111 内線 3311
	 FAX 	04-2955-2396	

９９月定例会の予定月定例会の予定

編
集
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記
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狭山市議会をパソコンで！ スマートフォンで！

インターネット配信をインターネット配信を
ご覧くださいご覧ください

https://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/
　市議会トップページ⇒動画配信ボタンをクリック
⇒左側の配信メニューを選択

狭山市議会 検索

次号の議会だよりは11月10日発行

委 員 長 三浦　和也
副委員長 広山　清志
委　　員 田中　寿夫
委　　員 衣川千代子
委　　員 福田　　正
委　　員 千葉　良秋
委　　員 西塚　和音
委　　員 内藤　光雄

市議会の傍聴に関するお願い市議会の傍聴に関するお願い

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を
防止するため、議場内の傍聴席は半数の 29
席にしています。傍聴受付の際、体温測定
を行いますのでご協力をお願いします。
　また、傍聴される際は、マスクの着用を
お願いします。
　なお、本会議の動画をインターネットで
配信しています。パソコンやスマートフォ
ンでご覧ください。

功績が認められ

表　彰

　土方隆司議員、笹本英輔議員、金子広和議員、三浦
和也議員、内藤光雄議員、太田博希議員が市議会議員
として10年以上在籍し、地方自治の発展に寄与した
功績で、全国市議会議長会並びに埼玉県市議会議長
会から、永年在職議員として表彰されました。

金子広和議員 太田博希議員三浦和也議員笹本英輔議員土方隆司議員 内藤光雄議員

　３つの常任委員会では、議案や請願の審査をはじめ、市民生活に深
くかかわる様々な課題について、それぞれテーマを設定し、狭山市が
より良いまちとなるよう調査・研究を行っています。狭山市議会では、
委員会活動を充実させ、施策などの議論をさらに深めてまいりますの
で、活動にご注目ください。（６・７ページもご覧ください）


